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 ナノテク・材料分野 TOPICS NanoTechnology & Materials
　「ナノテクノロジーの社会受容促進に関する調査研究」プロジェクトが平成17年度の文部科学省科学
技術振興調整費において採択された。Z産業技術総合研究所を中核機関として、それぞれ監督省庁の異
なる4つの公的研究機関が専門分野を活かした形で調査研究内容を担当する総合的なプロジェクトであ
る。今後、急速に拡大することが予想されるナノテクノロジーが安心して社会に受け容れられ、社会や経
済が抱える諸問題の解決に寄与できるようにするため、関連政策に関する総合的な提言を目指す。欧米
では日本に先行する形で、ナノテクノロジーの標準化議論、安全性、社会受容性等について議論が行わ
れている。今後、安全性等の議論は標準化議論と密接な関係を保ちながら進められると予想され、本プ
ロジェクトもこのような国際的な議論の場に参画することを計画している。
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　平成 17年度の文部科学省科学技術振興調整費
において、「ナノテクノロジーの社会受容促進に関
する調査研究」プロジェクトが採択された。今後、
急速に拡大することが予想されるナノテクノロジ
ーが、社会に受け容れられ、安全・安心な社会の
実現に貢献しうることを目的に、C産業技術総合
研究所が中核機関となって総合的な調査研究プロ
ジェクトを推進する。
　これまでにも、主にナノ材料の安全性・環境影
響を対象とした調査が個別には行なわれており、
例えば、C新エネルギー・産業技術総合開発機構
の委託事業１）、及びナノテクノロジー総合支援プ
ロジェクトセンターの調査２）において実施されて
きた。これらは主に既存情報の収集・分析を中心に、
ナノ材料の影響についてまとめられている。
　今回のプロジェクトでは、管轄する省庁の異な
る４つの公的研究機関がそれぞれの専門分野を活
かした形で調査研究内容を担当することになって
おり、同分野ではこれまでに例のない省庁連携を
実現し、総合的な調査研究の実施体制をとってい
る（表参照）。テーマ毎にWGを設置して議論を進
め、取りまとめとして 2006 年２月頃にシンポジウ
ムの開催を予定している。
　ナノテクノロジーは特に学際的発展あるいは異
分野融合によって促進されるという側面を持ち、
将来に向けて様々な分野での応用が期待されてい
る。一方で、健康や環境に対する影響への懸念や、
社会倫理面に対する対応の必要性等が、欧米を中
心に議論されており、国内でも 2004 年より「ナノ
テクノロジーと社会」というテーマでC産業技術
総合研究所が中心となって公開討論会及びシンポ
ジウムが開催されている。ナノテクノロジーが安
心して社会に受け容れられるようにするためには、
例えば、ナノ粒子をはじめとするナノ材料ではリ
スク管理手法や評価方法の確立などの研究推進が
求められる。また、ナノテクノロジーが社会や経
済が抱える諸問題をどのように解決できるのかと
いう点においても、技術評価と経済効果の予測が
必要とされている。以上のような課題を踏まえ、
本プロジェクトは我が国の取るべき方向性につい
て総合的な提言を目指す。
　欧米では日本に先行する形でナノテクの安全性
についての研究が進められている。欧州、米国と
もに、安全性に関する研究をナノテクノロジーの
標準化議論と密接な関係を持たせながら推進して
いる。最近では 2005 年１月に、英国では ISO（国
際標準化機構）の中にナノテクノロジーに関する
技術委員会の設立が提案され、今後、安全性に関
する研究は国際標準化の議論の場において検討さ
れることが予想される。我が国でも、すでに譛日
本規格協会がナノテクノロジー標準化調査委員会
を立ち上げている。本プロジェクトは、このよう
な委員会とも密接に連携をとりながら、国際標準
化の議論に積極的に参加していく計画である。
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